新編数学Ⅱ Flex　ルーブリック評価規準表
１章　方程式・式と証明
１節　式の計算
１項　整式の乗法
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	3次式の因数分解を置き換えの必要な２変数の(CHECK2(4)や章末A1)にも適用できる。

	・3次式の乗法公式を用いて２変数の式の処理ができる。
・3次式の因数分解を２変数の式にも適用できる。
	・3次式の乗法公式を用いて，１変数の式の処理ができる。
・3次式の因数分解を１変数の式に適用できる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	置き換えによる3次式の因数分解を考察できる。


	・3次式の乗法公式を導くことができる。
・3次式の因数分解の公式を導くことができる。
	・3次式の乗法公式を導くことを考察できる。
・3次式の因数分解の公式を導くことを考察できる。
	左記以外

	主体性
	３変数や４次式の因数分解についても調べようとしている。
	数式処理のできるソフトで結果を確かめようとしている。
	因数分解した式を展開して確かめようとしている。
	左記以外



２項　二項定理
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	二項定理を利用して組合せの総数に関する等式を証明することができる。
	二項定理を利用して展開式の係数を求めることができる。

	二項定理を理解して計算することができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	(a＋b＋c)n の展開式を二項定理を用いて導く方法を考察することができる。
	二項定理を用いて，組合せの総数に関する等式について考察することができる。
	二項定理を導く過程を考察することができる

	左記以外

	主体性
	(a＋b＋c)n の展開式を同じものを含む順列の総数の公式を用いて証明しようとしている。
	(a＋b＋c)n の展開式の項の係数を求めようとしている。

	パスカルの三角形について，その仕組みを考えようとしている。
	左記以外



３項　整式の除法
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	縦書きによる除法も用いて，効率よく整式を求めることができる。
	除法の関係式を用いて，いろいろな整式を求めることができる。
	整式の除法において，商と余りを求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	割る式，商，余りから，割られる式を求める方法を的確に考察することができる。
	除法の関係式を次数に着目しながら考察することができる。
	整式を降べきの順に整理すれば，整数の除法と同様にできることを認識している。
	左記以外

	主体性
	２種類の文字を含む整式の除法についても調べようとしている。

	項式の除法と整数の除法の場合の表し方と関連付けて多面的に考察しようとしている。
	整式の除法を，整数の除法と同様な表し方で計算して求めようとしている。
	左記以外



４項　分数式
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	分数式を部分分数に分解したり，組み合わせるして，計算を工夫
できる。
	分数式の四則計算ができる。


	・分数式を既約分数式にすることができる。
・分数式の通分を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	分数式の四則計算を見通しよく効率的に考察して計算できる。

	分数式を通分するのに適当な因数を考察することができる。

	既約分数式にするには，因数分解が有効であることを認識している。
	左記以外

	主体性
	繁分数式を２通りの方法で調べようとしている。
	繁分数式についても調べようとしている。
	分数式の計算と分数の計算の類似性に興味，関心を示す。
	左記以外


２節　複素数と方程式
１項　複素数
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	実数の演算と同様に，交換，結
合，分配の各法則が成り立って
いることを認識している。
	数を複素数まで拡張する考え方や複素数の基本的な性質を理解している。
	・複素数の相等について理解している。
・複素数の四則計算や負の数の平方根の計算をすることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	共役な複素数を考えることにより，除法が乗法の逆演算になっていることを認識している。

	・虚数では大小関係を考えないことを考察することができる。
・負の数の平方根について考察できる。
	文字の式の計算と同じように行い，が出てくればそれをに置き換えればよいことを考察できる。
	左記以外

	主体性
	共役な複素数の性質について調べようとしている。
	実数を拡張した複素数に興味，関心をもっている。
	負の数の平方根の性質を調べようとしている。
	左記以外



２項　２次方程式
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	判別式と解と係数の関係を用いて，2次方程式の解の符号を求めることができる。



	・解に条件のある2次方程式を解と係数の関係を用いて解くことができる。
・与えられた2数を解とする2次方程式を作ることができる。
	・判別式で，２次方程式の解が判別できることを理解している。
・2次式を複素数の範囲で因数分解することができる。
・2次方程式の解と係数の関係について理解している
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	2次方程式の解と係数の関係とその解の対称式の値について考察できる。
	判別式を用いて，パラメータをもつ２次方程式の解の種類を考察することができる。
	１次の係数が偶数の2次方程式の解の公式を導くことができる。
	左記以外

	主体性
	与えられた２数を解とする2次方程式とその解の対称式について考察しようとしている。
	１次の係数が偶数の2次方程式の解の公式を用いた判別式を利用しようとしている。
	１次の係数が偶数の2次方程式の解の公式を利用しようとしている。
	左記以外





３項　因数定理
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	でならば
はを因数にもつことを理解して，因数分解することができる。(→章末B10)
	・剰余の定理を用いて整式を２次式で割ったときの余りを求めることができる。
・因数定理を用いた因数分解をすることができる。
	・剰余の定理を用いて整式を１次式で割ったときの余りを求めることができる。
・因数定理を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	整式の除法の関係式から，1次式
や一般の2次式で割ったときの剰余について考察できる。
	３次以上の整式の因数分解や高次方程式の解法に因数定理を活用できることを認識している
	剰余の定理を整式の除法の関係式に適用して考察することができる。

	左記以外

	主体性
	組み立て除法を用いて効率的に
計算しようとしている。
	組み立て除法について調べて用いようとしている。
	因数を定数項の約数の中から探そうとしている。
	左記以外



４項　高次方程式
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	解の１つが虚数解ならば，その共役な複素数も解であることを用いて，高次方程式を解くことができる。
	解の１つが虚数解の高次方程式を複素数の相等を用いて解くことができる。
	因数定理を利用して高次方程式を解くことができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	３次方程式が整数の解をもつ条件やすべて実数の解になる条件について考察できる。
	高次方程式の虚数解について考察することができる。
	因数定理を利用して高次方程式を解くときに，１つだけでなく他の
解も探して解くこともする。
	左記以外

	主体性
	 ３次方程式の解と係数の関係について調べようとしている。


	実数係数の方程式が虚数解をもつならば，それと共役な虚数解も方程式の解になることを調べようとしている。
	１の3乗根について，さらに調べようとしている。


	左記以外





３節　式と証明
１項　等式の証明
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	恒等式であるための条件を用いて分数式についても処理できる。
	・恒等式の係数決定を効率的に処理することができる。
・条件つき等式の証明方法を理解している。
	・恒等式であるための条件を用いた処理ができる。
・等式の基本的な証明方法を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	３つのの証明法のうち的確な方法を選んで証明したり，他の方法と比べたりする。
	条件つき等式の証明にパラメータを用いた方法を考察することができる。
	方程式と恒等式の違いについて考察することができる。

	左記以外

	主体性
	恒等式について，未定係数法と数値代入法を比較しようとしている。
	比例式の等式の証明について，変数を減らす方法と比較を調べようとしている。
	数値を代入して，恒等式か方程式かを調べようとしている。
	左記以外



２項　不等式の証明
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	・応用例題３およびその類題を
解くことができる。
・絶対値を含む不等式の証明を
することができる。


	・平方の大小関係について理解している。
・相加平均と相乗平均の大小関係を利用して不等式を証明することができる。

	・不等式の基本性質や実数の平方は非負であることを理解している。
・不等式の基本的な証明方法を理解している。
・相加平均と相乗平均の大小関係を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	３つの文字についての不等式に対しても２つの文字のときと
同様にして考察することができる。（→章末B14）
	・２変数の不等式の証明について考察することができる。
・相加平均と相乗平均の大小関係について考察することができる。
	平方の大小関係について，2次関数のグラフを利用して考察しようとする。


	左記以外

	主体性
	２つの因数について，相加平均と相乗平均の関係を用いる場合には
因数を展開してから適用する理由を
調べようとしている。（→章末A8）
	・相加平均と相乗平均の関係を図形的に調べようとしている。
・絶対値を含む実数の性質を理解して，不等式を証明しようとしている。
	不等式の基本性質の証明などについて調べようとしている。


	左記以外





２章　図形と方程式
１節　点と直線
１項　直線上の点
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	外分点の座標を内分点の座標を求める公式を応用して求めることができる。
	外分点の座標を求めることができる。

	内分点の座標を求めることができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	外分を内分として捉え直して考察することができる。

	外分を内分の比の一方を負にしたものと捉えて考察することができる。
	内分点の座標や外分点の座標を求める公式を導く過程を考察することができる。
	左記以外

	主体性
	外分を比の大きい方から図示しようとしている。
	外分を内分の比の一方を逆方向とみなして図示しようとしている。
	内分や外分を図示して調べようとしている。
	左記以外



２項　平面上の点
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	座標平面を用いて，中線定理の証明することができる。
	座標平面を用いて，三角形の重心の座標を求めることができる。
	平面上の内分点と外分点の座標や
2点間の距離を求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	中線定理や三角形の重心について，
多面的に考察して求めようとする。

	平面図形の辺の長さを平面上の2点間の距離とみなして，座標を用いて考察することができる。
	座標平面上の点について，軸や定点に対する対称な点を考える
ことができる。
	左記以外

	主体性
	中線定理や三角形の重心について，幾何学的にも調べようとしている。

	重心の座標を原点としたときの3頂点の座標を調べようとしている。
	中線定理の証明について，点を原点として考察しようとしている。
	左記以外



３項　直線の方程式
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	２直線の交点を通る直線の方程式を恒等式を用いて求めることができる。

	２直線の交点を通る直線の方程式を求めることができる。


	・条件にあった直線の方程式を求めることができる。
・方程式で表された直線を図示することができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	，の1次方程式の表す図形について，多面的に考察することができる。
	２直線の交点はそれぞれの直線の方程式の連立方程式の解になっていることを認識している。
	１次方程式と直線との関係を考察することができる。

	左記以外

	主体性
	GeoGebraなどを活用して，問題を多面的に調べようとしている。

	２直線の交点を通る直線の方程式を恒等式の考えを用いて考察しようとしている。
	GeoGebraなどを活用して，問題の確認などをしようとしている。

	左記以外



４項　２直線の平行と垂直
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	ある点と直線に関して対称な点を求めることができる。

	特定の点を通り，ある直線に平行や垂直になるような直線を求めることができる。
	２直線の平行条件，垂直条件について理解している。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	２直線の交点を通る直線を恒等式の考え方で解くことができる。
(→思考力PLUS)
	線対称になる２点の中点は直線上にあることを認識している。

	２直線の垂直条件について考察することができる。

	左記以外

	主体性
	GeoGebraなどを活用して，問題を多面的に調べようとしている。

	点と直線の距離の公式について，他の証明法なども調べようとしている。
	GeoGebraや図示などを参考にして考察しようとしている。

	左記以外





２節　円
１項　円の方程式
	
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	2点を直径の両端とする円の方程式について，軌跡の考え方でも
求めることができる。
	，についての2次方程式と円の関係を理解している。

	・円の方程式を理解している。
・３頂点の座標から外心の座標や外接円の方程式を求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	，についての2次方程式 

の表す図形について考察できる。
	2点を直径の両端とする円について多面的に考察しようとする。

	３点の座標から円の方程式を導く方法を多面的に考察しようとする。

	左記以外

	主体性
	GeoGebraや表計算ソフトなどを用いて多角的に理解しようとしている。
	，についての2次方程式と図形との関係を調べようとしている。
	GeoGebraや図示などを参考にして考察しようとしている。
	左記以外



２項　円と直線
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	円の外部の点から円に引いた接線の方程式を求めることができる。


	２つの円の位置関係を中心間の距離を求めて分類することができる。


	・円と直線の共有点の座標や位置関係を分類することができる。
・円の接線の方程式を求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	直線の平行移動と円との共有点の
個数について，考察することができる。（→CHECK10）

	円と直線の位置関係を，条件によって，判別式Dや距離の公式を用いるなど多面的に考察することができる。
	円と直線の位置関係を判別式や距離の公式を用いて考察することができる。

	左記以外

	主体性
	GeoGebraなどを活用して，問題の
図形的な性質などを多面的に調べようとしている。
	，についての2次方程式と図形との関係を調べようとしている。

	GeoGebraなどを活用して，問題を図示したり確認しようとしている。

	左記以外






３節　軌跡と領域
１項　軌跡と方程式
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	円周上を動く点と定点からの距離の比が一定である点の軌跡を求めることができる。
	2点からの距離の比が一定である点の軌跡を求めることができる。

	図形を与えられた条件を満たす点の集合としてみる考え方について理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	軌跡の求め方の別解を考えるなど多面的に考察することができる。
	軌跡の求め方をその図形的な性質も含めて考察することができる。
	図形を「条件を満たす点の集合」とする数学的な見方や考え方を認識できる。
	左記以外

	主体性
	アポロニウスの円についてさらに詳しく調べようとしている。
	GeoGebraなどを活用して，問題を多面的に調べようとしている。
	GeoGebraなどを活用して，問題を図示したり確認しようとしている。
	左記以外



２項　不等式の表す領域
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	不等式の表す領域を確認するには，
境界線で分けられた部分の1点を
調べればよいことを理解している。

	不等式を満たす点全体の集合が座標平面上の領域を表すことを理解し，領域を不等式で表すことができる。 
	直線や円で分けられた領域を図示できる。


	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	一般に，境界線を境に不等式の不等号の向きが変わることを認識している。
	境界線が直線や円の領域は不等式で表せることを認識している。
	座標平面は直線や円によって２つの領域に分けられることを考察することができる。
	左記以外

	主体性
	不等式  などの
表す領域も調べようとしている。
	GeoGebraなどを活用して，いろいろと調べようとしている。
	GeoGebraなどを活用して，問題を図示したり確認したりしようとしている。
	左記以外



３項　連立不等式の表す領域
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	領域における最大値や最小値を求めることができる。
	または の形の連立不等式の表す領域を図示できる。
	連立不等式の表す領域を図示できる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	連立不等式の表す領域内を点が動くとき，の最大値や最小値は
領域の周および頂点を調べればよいことを認識している。
	，の１次式がとる値の最大値や最小値は領域を調べればよいことを理解して考察することができる。
	は，， または ，，は，， または ，であることを用いて考察することができる。
	左記以外

	主体性
	２つの円で囲まれた領域を表す不等式を求めようとしている。（→章末A6(2)）
	GeoGebraなどを活用して，問題を多面的に調べようとしている。
	GeoGebraなどを活用して，問題を図示したり確認したりしようとしている。
	左記以外





３章　三角関数
１節　三角関数
１項　一般角
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	一般角の概念について理解できている。
	動径の表す角を的確に求めることができる。
	角の動径の位置を的確に図示することができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	特定の角を の形に表すことができる。
	角の概念を一般角まで拡張する意義を考察することができる。
	動径の位置を的確に図示することができる。
	左記以外

	主体性
	正の向きと負の向きでの回転数について調べようとしている。
	一般角での回転数もチェックしようとしている。
	正の向きと負の向きでの大きさについて調べようとしている。
	左記以外



２項　弧度法
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	動径が表す一般角を弧度法を用いて表すことができる。
	扇形の弧の長さや面積を求めることができる。
	弧度法による角度の表し方について理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	扇形の弧の長さや面積を2通りの方法で求めて考察している。

	弧度法について理解して，弧度法と度数法の変換をすることができる。
	扇形の弧の長さや面積を弧度法で考察することができる。

	左記以外

	主体性
	弧度法での一般角の表記について調べようとしている。
	扇形の弧の長さや面積を弧度法でも示めそうとしている。
	扇形の弧の長さや面積を度数法で確認しようとしている。
	左記以外



３項　三角関数
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	三角関数を含む式の値を求めたり，三角関数を含む等式の証明をしたりすることができる。
	特定の象限において，1つの三角関数の値から他の三角関数の値を求めることができる。
	三角関数の相互関係などの基本的な性質を理解してそれぞれの値などを求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	三角関数を含む式の値を，式の対称性に着目して考察することができる。
	三角関数について，単位円と象限を考慮して考察することができる。
	象限に注意して，三角関数の値を考察することができる。
	左記以外

	主体性
	タンジェントの相互関係について，その図形的な意味を考えようとしている。
	式の値を求めたり，等式の証明をするとき，別解も考えようとしたりしている。
	三角比と対比しながら調べようとしている。

	左記以外



４項　三角関数の性質
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	太字の２つの公式についても証明して，応用することができる。
	三角関数の示されている４つの公式を求めることができる。
	三角関数の示されている４つの公式を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	三角関数の性質とそのグラフとの関係についても考察している。
	やの場合も示して，求めることができる。
	三角関数の値を，以上以下の値で表すことができる。
	左記以外

	主体性
	の形の公式について，簡便法で調べようとしている。
	単位円を描いて，確認しようとしている。
	三角比と対比しながら学習している。
	左記以外





５項　三角関数のグラフ
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	周期関数について理解して，その周期を求めることができる。
	三角関数のグラフの性質について理解している。
	三角関数の値の変化やグラフの特徴について理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	のグラフについて説明することができる。
	グラフの対称性や平行移動や拡大について考察することができる。
	のグラフを考察することができる。
	左記以外

	主体性
	示されたグラフから，未知の値を
読み取ろうとしている。
(→章末A4)
	GeoGebraなどを活用して，問題を多面的に調べようとしている。
	GeoGebraなどを活用して，問題を図示したり確認しようとしたりしている。
	左記以外



６項　三角関数を含む方程式・不等式
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	の範囲に制限がない場合についても解くことができる。
	三角関数を含む2次方程式や不等式を解くことができる。
	簡単な三角関数を含む方程式や不等式を解くことができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	を含む不等式を解くことを考察しようとする。
	またはを含む不等式を解くのに，グラフによる解法についても調べようとする。
	三角関数のグラフを活用して，周期や最大・最小などの基本的な性格を考察できる。
	左記以外

	主体性
	三角関数を含む関数の最大値や最小値について調べようとしている。
	GeoGebraなどを活用して，問題を多面的に調べようとしている。
	GeoGebraなどを活用して，問題を図示したり確認しようとしている。
	左記以外





２節　加法定理
１項　加法定理
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	三角関数の加法定理について，証明して，問題に応用することができる。
	タンジェントの加法定理について理解して，2直線のなす角を求めることができる。
	サインとコサインの加法定理について理解している。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	和と積の公式について考察している。
	２直線のなす角についてタンジェントを用いて考察することができる。
	タンジェントの加法定理について考察することができる。

	左記以外

	主体性
	和と積の公式について，それぞれの値を用いて，右辺と左辺を調べようとしている。
	２直線のなす角について，図示して確認しようとしている。

	加法定理で求めた値を数表の値と比べて確認しようとしている。

	左記以外



２項　加法定理の応用
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	三角関数を合成して，その方程式を解くことができる。


	・２倍角の公式を必要とする方程式を求めることができる。
・合成した三角関数の最大値や最小値を求めることができる。
	・２倍角の公式，半角の公式について理解している。
・三角関数の合成について理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	合成した三角関数について，そのグラフを描いて多面的に考察することができる。
	合成した三角関数の最大値や最小値を求めたり，その方程式を解くことができる。
	合成した三角関数のグラフについて考察することができる。

	左記以外

	主体性
	三角関数を合成して，その不等式についても調べている。

	三角関数を含む方程式についてグラフを用いて多角的に調べようとしている。
	GeoGebraなどを活用して調べよ
うとしている。

	左記以外





４章　　指数関数・対数関数
１節　指数関数
１項　指数の拡張
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	指数を実数まで拡張しても，指数法則が成り立つことを理解している。

	指数を有理数に拡張する意義を理解し，指数法則を用いて，指数計算ができる。
	累乗や累乗根の定義を正しく理解して求めることができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	指数を実数の場合にも拡張する意義を考察しようとする。
	累乗根の形式でも分数の指数の形式でも同様に扱える。
	累乗根の累乗根についても考察することができる。
	左記以外

	主体性
	負の数の累乗根についても調べようとしている。
	指数が拡張されていく過程に興味，関心を示す。
	負の数や分数の指数に興味，関心を示す。
	左記以外



２項　指数関数
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	指数関数を含む不等式を解くことができる。

	指数関数の性質を用いて，数の大小比較や指数関数を含む方程式を解くことができる。
	指数関数の値の変化やグラフの特徴について理解している。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	指数関数を含む方程式や不等式を解くには底を揃えることが必要なことを認識している。
	数の大小比較をするには底を揃えることが必要なことを認識している。
	指数関数の式とグラフの関係について，値の変化やグラフの特徴について考察できる。
	左記以外

	主体性
	日常の事象などに指数関数を活用して理解を深めようとしている。
(→章末B8)
	GeoGebraなどを活用して，問題を多面的に調べようとしている。
	GeoGebraなどを活用して，問題を図示したり確認しようとしている。
	左記以外





２節　対数関数
１項　対数とその性質
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	指数の逆演算として，対数を，指数関数の逆関数として対数関数を理解
することができる。
	定義に基づいて対数の値を計算したり，底の変換公式を用いて，いろいろな対数の計算をしたりできる。
	対数の意味とその基本的な性質について理解し，対数の値を求めたり，簡単な対数の計算をしたりできる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	対数の定義からその性質や公式の証明を考察することができる。
	指数と対数を相互に関連付けて考えることができる。
	対数の計算には，底を揃えることが必要であることを認識している。
	左記以外

	主体性
	コンピュータソフトを用いて，問題の理解を深めようとしている。
	コンピュータソフトを用いて，対数の計算の確認をしようとしている。
	対数の計算に興味・関心を示している。
	左記以外



２項　対数関数
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	・対数を含む方程式・不等式を解くことができる。
・常用対数を活用して，小数の位などを求めることができる。
	・常用対数を活用して，整数の桁数などを求めることができる。
・底が揃っている対数の大小を比較できる。
	対数関数の値の変化やグラフの特徴について理解している。


	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	常用対数を利用して，小数の位を考察することができる。


	対数を含む方程式や不等式を解くときにも常用対数を利用するときは底を揃えることが必要なことを認識している。
	底が揃っている対数の大小比較を考察することができる。


	左記以外

	主体性
	対数を含む関数の最大値や最小値
について調べようとしている。

	常用対数と小数の位の関係を一般の場合について調べようとしている。
	常用対数と整数の桁数の関係を一般の場合について調べようとしている。
	左記以外





５章　微分法と積分法　　
１節　微分係数と導関数
１項　平均変化率と微分係数
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	微分係数を用いて接線の傾きを求めることができる。
	微分係数の図形的意味を理解している。
	平均変化率，極限値，微分係数について理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	のときも考察しようとする。
	微分係数の図形的意味を考察できる。
	極限値について考察しようとする。
	左記以外

	主体性
	平均変化率や微分係数について，その図形的な意味を調べようとする。

	GeoGebraなどのコンピュータソフトを用いて，問題の理解を深めようとしている。
	微分係数を求めるとき，途中式の分母・分子の極限値をとると，どちらもになることに関心をもつ。
	左記以外



２項　導関数
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	 (→　CHEK3(3))
の微分についてとなることを認識できる。
	導関数と微分係数の関係を理解している。


	・導関数の定義を理解して計算することができる。
・導関数の線形性を理解して求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	次関数の導関数の公式の証明を
考察することができる。
	変数に関係なく，導関数を求めることができる。
	導関数を用いて微分係数を求めることを考察できる。
	左記以外

	主体性
	導関数のグラフと元の関数のグラフの関係について多角的に調べようとしている。
	GeoGebraなどを用いて多角的に調べようとしている。

	練習10で，微分により簡単に新しい量が計算できることに興味を示す。
	左記以外



３項　接線の方程式
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	微分係数を用いて接線の方程式を求めたものを判別式によって求めて比較することができる。
	グラフ上にない点からそのグラフに引いた接線の方程式を求めることができる。
	微分係数を用いて接線の方程式を求めることができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	3次関数のグラフに，グラフ上にない点から引いた接線の方程式を考察することができる。
	接点を仮定して，接線を考察することができる。

	グラフを描いて接線を考察しようとする。

	左記以外

	主体性
	いろいろな条件での接線の方程式について調べようとしている。

	GeoGebraなどのコンピュータソフトを用いて，問題の理解を深めようとしている。
	GeoGebraなどのコンピュータソフトを用いて，問題の解を確かめようとしている。
	左記以外





２節　微分法の応用
１項　関数の増減と極大・極小
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	関数が極値をもつための条件を用いて関数を決定することができる。



	関数の最大・最小を利用して，箱の容積の最大値などを求めることができる。


	・導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を調べ，グラフの概形をかくことができる。
・グラフを利用して関数の最大値や最小値を求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	極値と関数の決定の関係について考察することができる。
	極値と端点の値から，最大値や最小値考察することができる。
	導関数を活用して，関数の増減を考察することができる。
	左記以外

	主体性
	導関数を用いて4次関数のグラフを調べたり，2次関数の最大値や最小値を調べようとしている。
	GeoGebraなどのコンピュータソフトを用いて，問題の理解を深めようとしている。
	GeoGebraなどのコンピュータソフトを用いて，グラフを確かめようとしている。
	左記以外



２項　方程式・不等式への応用
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	不等式を証明するとき，
の関係を臨機応変に使い分けることができる。
	関数のグラフと軸との位置関係を調べることにより，方程式や不等式の解が求められることを理解している。
	関数のグラフと軸の共有点の個数が方程式の実数解の個数に一致することを理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	関数の最小値がであるとき，不等式が成り立つことを用いて，不等式の証明を考察することができる。
	方程式の異なる実数解の個数は，のグラフと直線の共有点の個数に一致することを考察できる。
	方程式の異なる実数解の個数は，のグラフと
軸の共有点の個数に一致することを考察できる。
	左記以外

	主体性
	別解を調べるなど，進んで多面的に
学習しようとしている。

	GeoGebraなどのコンピュータソフトを用いて，問題の理解を深めようとしている。
	GeoGebraなどのコンピュータソフトを用いて，グラフを確かめようとしている。
	左記以外





３節　積分法
１項　不定積分
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	不定積分を用いて関数を決定することができる。
	因数の積の形の被積分関数は，展開して積分すればよいことを理解している。
	不定積分の意味について理解し，関数の定数倍，和及び差の不定積分の値が求められる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	接線の傾きを表す関数を積分すれば，原始関数が求められることを考察することができる。
	原始関数と不定積分の関係について，考察することができる。
	「微分する」ことと「積分する」
ことの関係を考察することができる。
	左記以外

	主体性
	
が成り立つことを調べようとしている。(→練習3(3))
	微分法の逆演算として捉え，不定積分した結果を微分して検証しようとしている。
	積分定数は１つにまとめて書けばよいことを調べようとしている。
	左記以外



２項　定積分
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	の形の定積分について，関数や定数の値を求められることができる。
	定積分と微分の関係を用いて，関数を決定する方法を理解している。
	定積分の意味について理解し，関数の定数倍，和及び差の定積分の値が求められる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	はの関数であるから，
その極値を考察しようとする。
	であることを考察することができる。
	微分と不定積分の関係を用いて，積分の公式を考察しようとする。
	左記以外

	主体性
	定積分を含む関数（→章末B11）についても調べようとする。
	絶対値を含む関数の定積分について調べようとしている。
	不定積分を微分して，定積分を確かめようとしている。
	左記以外



３項　定積分と面積
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	放物線と直線で囲まれた部分の面積の公式を活用することができる。
	放物線と直線で囲まれた部分の面積を求めることができる。
	関数で囲まれた図形の面積を求めることができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	放物線と直線で囲まれた部分の面積の公式を考察できる。
	定積分と面積の関係について，考察することができる。
	面積を表す量として定積分を見ることができる。
	左記以外

	主体性
	曲線と接線に囲まれた部分の面積なども調べようとしている。
	定積分と微分の関係について，多面的に調べようとしている。
	3次関数のグラフと面積について調べようとしている。
	左記以外





[bookmark: _Hlk107305977]思考力PLUS　パスカルの三角形の性質　課題学習　
	
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	課題1から，行の和の性質について考え，性質を証明することができる。
	課題1から，行の和の性質について考えることができる。
	課題1の性質を他の場合にも確かめることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	課題1の性質を教科書p.10応用例題1と関連付けて考えることができる。
	課題1の性質をを用いて考えようとする。
	課題1の性質を証明しようとする。
	左記以外

	主体性
	・グループ活動において，双方向の
話し合いができる。
・パスカルの三角形のさまざまな性質について調べ，性質を証明しようとする。
	・グループ活動において，自分の考えを伝えられる。
・パスカルの三角形のさまざまな性質について調べようとする。
	・グループ活動において，他者の考えを聞き，理解できる。
・パスカルの三角形の性質について興味をもつ。
	左記以外



思考力PLUS　相加平均，相乗平均，調和平均　課題学習　
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	・課題1，2を求めることができる。

	・課題1を求めることができる。

	・調和平均の例を自分で計算し，求めることができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	課題3の図を用いて，相加平均，相乗平均，調和平均の大小関係を不等式で示し，それを証明することができる。
	課題3の図を用いて，相加平均，相乗平均，調和平均の大小関係を不等式で示すことができる。
	課題3の図から，相加平均，相乗平均，調和平均が対応している場所を考えることができる。
	左記以外

	主体性
	・グループ活動において双方向の話し合いができる。
・相加平均・相乗平均・調和平均以外にもどのような平均を求める式があるか調べようとする。
	・グループ活動において自分の考えを伝えられる。
・日常生活の中で利用される平均について考えることができる。
	・グループ活動において他者の考えを聞き，理解できる。
・いろいろな平均があることを理解しようとする。

	左記以外



思考力PLUS　整数計画法　課題学習　
	
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	課題1，2で，連立不等式の表す領域を図示できる。
	課題1，2で，連立不等式の表す領域の一部を図示できる。
	課題1，2で，グループ内での発表や解答の比較を通して解ける。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	課題3で，ギフトセットに売り残りは出ないものとして条件を満たす正の整数の解をすべて求められる。
	課題3で，ギフトセットに売り残りは出ないものとして条件を満たす正の整数の解を1つ求められる。
	課題3で，グループ内での発表や解答の比較を通して解ける。
	左記以外

	主体性
	・グループ活動において双方向の話し合いができる。
・いろいろな整数計画法を調べ，解を求めてみる。
	・グループ活動において，自分の考えを伝えられる。
・他の整数計画法を調べ，まとめようとする。
	・グループ活動において，他者の考えを聞き，理解できる。
・他の整数計画法をインターネットで調べてみる。
	左記以外





思考力PLUS　「折れた弦の定理」と加法定理　課題学習　
	
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	課題1⑴，⑵，⑶を求めることができる。
	課題1⑴，⑵を求めることができる。
	課題1⑴を求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	について，課題1の図から導くことができる。
	と課題1の図の対応する場所について考え，折れた弦の定理を用いることができる。
	と課題1の図の対応する場所について考えることができる。
	左記以外

	主体性
	・グループ活動において双方向の話し合いができる。
・加法定理を別の方法で証明しようとする。
	・グループ活動において自分の考えを伝えられる。
・「折れた弦の定理」について調べようとする。
	・グループ活動において他者の考えを聞き，理解できる。
・加法定理の証明方法を調べようとする。
	左記以外



思考力PLUS　片対数方眼紙　課題学習　
	
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	常用対数を縦軸にとる理由を理解し，自分で片対数方眼紙をつくることができる。
	常用対数を縦軸にとる理由を理解できる。
	指数関数のグラフ上の点を片対数方眼紙上に図示することができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	課題1の関数だけでなくいろいろな指数関数のグラフを片対数方眼紙上に図示し，その特徴を考察できる。
	課題1の関数だけでなくいろいろな指数関数のグラフを片対数方眼紙上に図示できる。
	指数関数のグラフを片対数方眼紙上に図示することで，直線になる理由を考察することができる。
	左記以外

	主体性
	・グループ活動において双方向の話し合いができる。
・両対数方眼紙について興味をもち，調べようとする。また，両対数方眼紙が用いられる場合について調べようとする。
	・グループ活動において自分の考えを伝えられる。
・両対数方眼紙について興味をもち，調べようとする。
	・グループ活動において他者の考えを聞き，理解できる。
・教科書p.175章末問題14について，方対数方眼紙を利用しようとする。
	左記以外



思考力PLUS　放物線と直線で囲まれる部分の面積　課題学習　
	
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	課題1，2，3を求めることができる。
	課題1，2を求めることができる。
	課題1を求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	放物線と直線だけでなく，放物線と放物線ではどのようになるか考察できる。
	がどのような条件の際に利用できるか説明できる。
	を用いる場合と実際に積分を行う場合が一致することを確認できる。
	左記以外

	主体性
	・グループ活動において双方向の話し合いができる。
・積分について成り立つ他の等式について調べ，成り立つ理由を調べようとする。
	・グループ活動において自分の考えを伝えられる。
・積分について成り立つ他の等式について調べようとする。
	・グループ活動において他者の考えを聞き，理解できる。
・について，教科書の問題に活用しようとする。 
	左記以外





思考力PLUS　3次関数のグラフの形状　課題学習　
	
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	3次関数の極値に対応する座標を調べ，グラフをかくことができる
	3次関数のグラフを増減表を用いてかくことができる。
	3次関数の増減表をかくことができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	3次関数の極値に対応する座標を調べ，グラフが通る点について考察することができる。
	3次関数の極値に対応する座標を調べ，形状を考察しようとする。
	3次関数のグラフの形状について，増減表から考えようとする。
	左記以外

	主体性
	・グループ活動において双方向の話し合いができる。
・4次以上の関数についてもグラフの形状を調べ，特徴を理解しようとする。
	・グループ活動において自分の考えを伝えられる。
・4次以上の関数についてもグラフの形状を調べようとする。
	・グループ活動において他者の考えを聞き，理解できる。
・グラフ表示ソフトを用いてグラフの形状を調べようとする。
	左記以外



